
TYPE A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2

上層断熱材 － － 25mm 50mm 25mm 50mm
下層断熱材 － － 12.5mm 12.5mm － －
下層吸音材 50mm 50mm 50mm 50mm 50mm 50mm
吸音材保護材 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ ｼﾘｶｸﾛｽ ｶﾞﾗｽｸﾛｽｶﾞﾗｽｸﾛｽｶﾞﾗｽｸﾛｽｶﾞﾗｽｸﾛｽ
 ※断熱材：セラミックファイバーブランケット　　　吸音材：ロックウール
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１．まえがき 

近年，一般橋梁や高架橋が火災を受ける事故が数多く報告されている 1)．このような事故が起きると，最悪

の場合，崩落も考えられ，崩落に至らない場合でも，調査・復旧のため，長期間の交通規制が行われ，社会生

活・経済活動に多大な影響を与える．そこで，万一火災事故が起きた場合でも橋梁の安全性を保持する目的で，

橋梁下面に設置する防音桁カバー（裏面吸音板 2)）と兼用できる耐火板の製品開発に着手した．本稿では，耐

火性能を有する防音桁カバー（以下，耐火防音桁カバーと称す．）の実物モデルの試験体を製作し，大型加熱

炉を用いて耐火実験を実施した．その結果について報告する．  

２．耐火性能を有する防音桁カバーの取付構造 

鋼鈑桁橋に耐火防音桁カバーを取り付けた場合の概略

構造を図 1 に示す．同図に示すように，耐火防音桁カバ

ーは取付金具を用いて，主桁の下フランジ底面から

600mm程度離れた位置に横梁を介して取り付ける．耐火

防音桁カバーには足場機能の役割もあり，この 600mmの

空間は，橋梁の維持メンテナンス時の作業空間となると

ともに，火災の際には，この空気層によって主桁下フラ

ンジの温度上昇を抑制する効果も期待している． 

３．耐火実験 

３－１．試験体と測定位置 

 表 1 に示す 6 種類の耐火防音桁カバーの試験体を製作

し，耐火実験を行った．基本構造は，図 2 に示すように

下層に防音(吸音)の役割をするロックウールを充填し，

上層に耐火の役割をする断熱材として，セラミックファ

イバーブランケット(1300℃対応)を充填した 2 層構造と

している．同図に試験体に設置した熱電対位置を示す．

この 2 層構造は，火災時には吸音層である下層パネルの

構造耐力は期待しないが，断熱材により上層パネルの構

造耐力を保持するとともに変形を抑え，保全対象となる

橋梁構造を守る目的としている．  

３－２．大型水平加熱炉と実験内容 

 耐火実験は，大阪工業大学所有の大型水平加熱炉を用いて行った．大型水平加熱炉の概略構造を図 3と写真

1に示す．本実験では，油火災を想定した温度－時間関係である炭化水素曲線 HC(最高温度 1100℃で，90分間

加熱)で加熱した 3)．試験体は実橋への取り付け方法と同様に，横梁(H 形鋼)に吊り下げ，加熱炉の上面に蓋状

に設置した．試験体の設置状況を写真 2に示す．本実験では，主桁と取付金具は省略したため，主桁下フラン

ジ位置を仮定して，試験体から 600mm 上方の位置に熱電対を取り付け，温度を測定した．加熱実験は，高温

化における材料強度の低下を考慮して，主桁下フランジ位置の温度が 350℃以下 4)になることを目標とした． 
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図 1  耐火防音桁カバー取付図 

図 2  耐火防音桁カバー基本断面図(TYPE B-1) 

表 1  耐火防音桁カバー一覧表 
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TYPE A-1 A-2 B-1 B-2 C-1 C-2

横梁温度(℃)
上方温度(℃)
変形量(mm)※ +2 -10 -5 -15 -30 -24
　※変形量は試験体中央部で測定（上向きを＋、下向きを－として表示）

124.5        101.0        119.6        
66.2        74.4        83.3        
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３－３．実験結果 

 耐火防音桁カバーの上層に取り付け

た熱電対の時刻暦温度変化の結果を図

4に示す．また，90分の加熱後における

試験体の状況を写真 3，写真 4に，横梁

と試験体の上方 600mm 位置に取り付け

た熱電対の温度結果および，各試験体の

変形量を表 2に示す．これらの結果から

以下の知見が得られた． 

①全ての試験体において熱変形が認め

られたが，断面形状は保持することが

出来た． 

②断熱材（セラミックファイバー）の量

（層数）が多いほど，試験体上面の温

度上昇は抑えられ，25mm厚のセラミ

ックファイバー1 層以上で 350℃程度

に抑えることができた． 

③試験体を支える横梁の温度は 120℃

程度，保全対象となる主構造物の位置

を想定した試験体 600mm 上方の雰囲

気温度は 60℃～80℃程度に留まり，

鋼材の強度低下に至らない領域に抑

えることができた． 

④断熱材を設置しないタイプ A の変形

量が最も小さいが，受熱温度は約

500℃となるため，強度低下が懸念さ

れる．一方，断熱材を設置したタイプ

B，および Cでは，上層内の断熱材層

が多いほど変形量が大きくなった．こ

れは，断熱材により，上層パネルの上

下面の温度差が大きくなったことが

原因と考えられる．以上より，上層下

面に断熱材を設置したタイプ B-1 の

構造が有効と考えられる． 

４．あとがき 
火災事故から橋梁等の主要構造物を

守る方法として，耐火防音桁カバーで橋

梁下面を覆うことが有効な手段になり

得ることが確認できた． 
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図3  大型水平加熱炉および試験体配置図

図 4  桁カバー上層位置温度履歴 

写真 3  加熱後試験体上面    写真 4  加熱後試験体下面 

表 2  横梁・上方最高温度および最大変形量 

写真 1  加熱炉内部      写真 2  試験体設置状況 
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